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衆議院小選挙区選出議員の選挙区の区割りに関する意見書の提出について 

  

別紙、意見書を関係方面に提出されたく、会議規則第１３条第１項の規定により提出す

る。 
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衆議院小選挙区選出議員の選挙区の区割りに関する意見書（案）  

 

衆議院議員選挙区画定審議会において、令和７年国勢調査の結果に基づく衆議院小選挙

区の区割り改定に向けた検討が進められている。 

今回の区割り改定に当たり、伊丹市を含む兵庫県第６区については、隣接する選挙区（第

２区、第５区、第７区及び第８区）のいずれかに編入することが考えられるとされている。 

伊丹市の市域は、面積２５㎢で県内４１市町の中で４番目に規模が小さく、コンパクト

な行政運営を行っているとともに、市民の生活圏域も市で一つにまとまっている。また、

一般国道１７１号や高速自動車国道中国縦貫自動車道、鉄道は山陽新幹線やＪＲ福知山線、

阪急伊丹線が縦横に走り、市域の東西には、猪名川、武庫川が南流しているが、これら道

路や鉄道、河川を跨いで小学校区や自治会区域があることから、住民の日常生活意識は共

有・調和している。 

地勢、交通、その他の社会的条件を考慮すると、市域を分割する選挙区の改定は、行政

運営の弊害はもとより、市民生活全てにおいて合理性を欠くものと考える。 

衆議院小選挙区選出議員選挙の区割りは国民の一票の格差に関係する重要な問題として、

その選挙制度は慎重かつ誰に対しても公平公正であるように調整されること自体は道理に

かなうと理解するところであるが、衆議院の選挙区の変更によって、現在の伊丹市域の生

活や一体性に支障がないように、選挙区の区割り改定案の作成については、下記の事項を

十分考慮されるよう強く要請する。 

記 

 

１．伊丹市域を分割することのないよう、区割り改定案を検討すること。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

令和８年１０月１６日 

伊 丹 市 議 会 

 

（提 出 先） 

  衆議院議長 

  参議院議長 

  内閣総理大臣 

  総務大臣 

 

  兵庫県知事 


